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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、 WebLogic Server におけるアプレッ ト の使い方について説
明します。 このマニュアルの構成は次のとおりです。

� 第 1 章 「WebLogic Server でのアプレ ッ ト の使用」

対象読者

このマニュアルは、 Web アプリ ケーシ ョ ンの構築に関心のあるアプリ ケーシ ョ
ン開発者を対象と しています。 アプレ ッ トおよび Java プログラ ミ ングに読者が
精通しているこ とを前提と して書かれています。

e-docs Web サイ ト

BEA 製品のドキュ メ ン トは、 BEA の Web サイ トで入手できます。 BEA のホー
ム ページで [製品のドキュ メ ン ト ] をク リ ッ クするか、 またはWebLogic Server 
製品ドキュ メ ン ト  ページ （http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html） を直接表
示して ください。

このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ ファ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、 Web ブラウザから
このマニュアルを一度に 1 章ずつ印刷できます。
WebLogic Server アプレッ ト  ユーザーズ ガイ ド v



このマニュアルの PDF 版は、 WebLogic Server の Web サイ ト で入手できます。
PDF を  Adobe Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 （または一部分） を

書籍の形式で印刷できます。 PDF を表示するには、 WebLogic Server ドキュ メ ン
ト のホーム ページを開き、 [ ドキュ メン ト のダウンロード ] をク リ ッ ク して、 印
刷するマニュアルを選択します。

Adobe Acrobat Reader は Adobe の Web サイ ト （http://www.adobe.co.jp） で無料
で入手できます。

サポート情報

BEA のドキュ メ ン ト に関するユーザからのフ ィードバッ クは弊社にと って非常
に重要です。質問や意見などがあれば、電子メールで docsupport-jp@beasys.com 
までお送り ください。 寄せられた意見については、 WebLogic Server のドキュ メ
ン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者が直に目を通します。

電子メールのメ ッセージには、 ご使用のソフ ト ウェアの名前とバージ ョ ン、 およ

びドキュ メ ン トのタイ トルと日付をお書き添え ください。 本バージ ョ ンの BEA 
WebLogic Server について不明な点がある場合、 または BEA WebLogic Server の
インス トールおよび動作に問題がある場合は、 BEA WebSupport
（www.bea.com） を通じて BEA カスタマ サポート までお問い合わせください。
カスタマ サポートへの連絡方法については、 製品パッケージに同梱されている
カスタマ サポート  カードにも記載されています。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ
らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 ファ クス番号

� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容
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表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマン ド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ
のメンバー、 データ型、 ディレ ク ト リ、 およびファ イル名とその

拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト

も示す。

例 :
import java.util.Enumeration;

chmod u+w *

config/examples/applications

.java

config.xml

float

斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例 :
String CustomerName;

すべて大文

字のテキス

ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例 :

LPT1

BEA_HOME

OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 
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[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。

例 :

java utils.MulticastTest -n name -a address 
[-p portnumber] [-t timeout] [-s send]

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。

例 :

java weblogic.deploy [list|deploy|undeploy|update]
   password {application} {source}

... コマンド ラ インで以下のいずれかを示す。 

� 引数を複数回繰り返すこ とができる。

� 任意指定の引数が省略されている。

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる。

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ とを示す。 

表記法 適用
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1 WebLogic Server でのアプレッ ト
の使用

はじめに

BEA は、 限られたケースでのみアプレッ トの使用をサポート しています。 この

マニュアルでは、 アプレッ トの使用を検討する上で役立つその他のオプシ ョ ンも

示します。 また、 BEA が推奨するベス ト  プラ クテ ィ ス以外の方法で WebLogic 
Server とアプレッ ト を使用するユーザのために、 Sun のサイ トへの リ ンクを示し
てあ り ます。

� 1-1 ページの 「アプレッ トの動作と仕組み」

� 1-2 ページの 「どのよ う な状況で使用するのか」

� 1-6 ページの 「Java Plug-in の使い方」

� 1-9 ページの 「ト ラブルシューテ ィングとパフォーマンス」

アプレッ トの動作と仕組み

この節では、 アプレッ トの機能について簡単に説明します。 詳細については、

Sun の Java Web サイ トの Applets を参照して ください。

アプレ ッ トは、 次のよ うに、 <APPLET> タグを使用して HTML ページに埋め込ま
れます。 

  <APPLET CODE="HelloWorld.class"

          CODEBASE="/bea_wls_internal/classes/" WIDTH=150 HEIGHT=25>

  </APPLET>
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1 WebLogic Server でのアプレッ トの使用
Web ブラウザは、 <APPLET> タグを含む HTML ページを要求する場合、 CODE 属
性によって指定されている メ イン  アプレッ ト  ク ラスの検索を試みます。 Web ブ
ラウザは CODEBASE 属性によって指定された URL からそのク ラスを要求します。
アプレッ トが使用する他のク ラスは、 CODEBASE によって指定された  URL から
要求されます。 

アプレッ ト をテス トする と きには、 Web ブラウザのク ラスパスにアプレ ッ ト  ク
ラスが指定されていないこ とに注意する必要があ り ます。 ブラウザが要求したク

ラスを  HTTP サーバから取得できない場合、 そのローカル パスを検索します。
このため、 アプレッ トのデプロイ メ ン ト を適切にコンフ ィ グレーシ ョ ンしたかの

よ うに感じ られます。 これは、 アプレッ トがローカル ホス ト  マシン上で動作す
るからです。 しかし、 要求したアプレッ ト  ク ラスを  Web サーバにすべてデプロ
イしていない場合、 誰かがリモー ト  ク ラ イアン ト からアプレ ッ ト を使おう と し
ても、 そのアプレッ トは実行できません。 

どのような状況で使用するのか

BEA では、 J2EE プラ ッ ト フォームの一部である  HTTP サーブレ ッ トおよび 
JavaServer Pages （JSP） を利用したサーバサイ ド  アプリ ケーシ ョ ンの使用をサ
ポート しています。 新しいアプリ ケーシ ョ ンを開発する前に、 サーブレッ ト また

は JSP の使用を検討するこ と をお勧めします。一般に、 サーブレ ッ ト と  JSP を使
用する一連の対話型 Web ページを適切に作成する と、 Web サイ トの速度と信頼
性が向上します。 現在アプレッ ト を使用している場合、 Java Web Start を使用し
てそのほとんどを  Java アプリ ケーシ ョ ンに変換し、引き続き  WebLogic Server を
使用できます。 詳細については、 Sun の Java Web Start サイ ト を参照して くださ
い。

アプレッ トは、 WebLogic で実行されている分散アプリ ケーシ ョ ンの一部と し
て、 Web ブラウザのク ライアン トサイ ド  インタフェースの対話性を高めるため
に使用できます。 グラフ ィ ッ クの情報を時間の経過と共に更新する必要がある場

合、 アプレッ トは最良の方法です。 アプレ ッ ト には、 ソフ ト ウェアを配布する こ

とな く安全なク ライアン トサイ ド  コードを実行できる とい う メ リ ッ ト があ り ま
す。 
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どのよ う な状況で使用するのか
アプレ ッ トは、 ページ機能の拡張に使用できます。 たとえば、 ステー ト レスなク

リ ッ ク / 応答型のアプリ ケーシ ョ ン （ナビゲーシ ョ ン バー、 コンソールなど）、

あるいはポーリ ング  アプリ ケーシ ョ ン （株価表示など） で使用可能です。 

WebLogic Server の Web プレゼンテーション—ベ
スト  プラクティス

次の表に、 WebLogic Server を使用する と きに推奨される、 Web プレゼンテー

シ ョ ンの BEA ベス ト  プラ クテ ィ スを示します。 

アプレ ッ トおよび WebLogic Server でテス ト されたブラウザとプラグインの詳細

については、 「動作確認状況」 ページの 「WebLogic Server でのアプレ ッ ト のブ

ラウザ サポート 」 を参照して ください。

表 1-1  

目的とする作業 . . アプレッ トのメ リ ッ ト /デメ リッ ト 推奨される方法 . .

ある期間にわたって

データを表示

グラフ、 表、 およびチャート を更新し

て現在の情報を表示できる。

Web ページのフレームを更新する。 た
とえば、 Administration Console の階層
情報が含まれる左フレームなど。

アプレッ ト  

データベースへの接

続

Web ブラウザ JVM によって課せられる
制限、 および互換性を保持するための

コス ト 。

サーブレッ ト と  JSP

スレッ ドの管理 スレ ッ ドの ContextClassloader の制
限によって、 アプレッ トで例外が発生

する可能性がある。

サーブレッ ト と  JSP

GUI の強化 GUI の強化についてはアプレッ トが最
適であるが、 ブラ ウザによってアプ

レッ トの処理が異なるので注意が必要。

アプ リケーシ ョ ンと  Java WebStart
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1 WebLogic Server でのアプレッ トの使用
アプレッ トの使用に関する確認済みの制限

この節では、 アプレ ッ ト を使用するデメ リ ッ ト 、 およびアプレ ッ ト の使用に関す

る  2 つの確認済みの制限について説明します。

アプレッ ト を使用するデメ リ ッ ト

アプレッ ト を使用するデメ リ ッ トは次のとおりです。

� アプレッ トは大型のアプリ ケーシ ョ ンの機能を処理できない。 

� アプレッ トでは通常、 キャ ッシングを実行できず、 アプレ ッ ト が実行される

たびにク ラスがダウンロード される。 

� Java Plug-in で可能となるキャ ッシングはバージ ョ ン管理を行わないため、
アプレッ トに対する更新はすべて無視される。 

� ブラウザ間およびバージ ョ ンの異なるブラウザ間で実装が異なる と、 アプ

レッ トのパフォーマンスが低下する。 

� アプレッ ト を実行している  2 つのウ ィ ンドウを開き、 両方が同じページ上に
ある場合、 パフォーマンスが低下する。 

アプレッ トからの EJB へのアクセス

別のアプリ ケーシ ョ ンでデプロイ された  EJB にアクセスするアプレ ッ ト を Web 
アプリ ケーシ ョ ンで使用する場合には、 Web アプリ ケーシ ョ ンの一部と して 
EJB スタブを含める必要があ り ます。 そのためには、 ejbc で 
-disableHotCodeGen オプシ ョ ンを使用してスタブを生成し、 Web アプリ ケー
シ ョ ンの一部と して EJB スタブをパッケージ化します。

スタブが Web アプリ ケーシ ョ ンの一部と して含まれていない場合、 アプレ ッ ト
が EJB にアクセスし よ う とする と  ClassNotFoundException が生成されます。
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どのよ う な状況で使用するのか
ClassNotFoundException

イベン ト処理スレ ッ ドの ContextClassloader は、 ライフサイ クル メ ソ ッ ドを実行
するスレッ ドの ContextClassloader とは異なり ます。 CODEBASE からロード し
たク ラスに関する情報を保持するのは、 ライフサイ クル メ ソ ッ ドを実行する  
ContextClassloader だけです。

アプレ ッ ト のライフサイ クル メ ソ ッ ド （init、 start、 stop、 destroy） を実行

するスレッ ド以外のスレッ ドで initialContext を取得し よ う とする と、 以下
の状況で ClassNotFoundException が送出される可能性があ り ます。 

� ActionListener を実装するアプレッ トの actionPerformed() メ ソ ッ ドで 
initialContext を取得しよ う と している場合。

� アプレ ッ ト に getInitialContext メ ソ ッ ドがあ り、 そのメ ソ ッ ドが  
document.AppletName.getInitialContext() などの JSP から呼び出される
場合。

ClassCastException

アプレ ッ ト で WebLogic Server ク ラ イアン トがク ラスローダから一部のリ ソース
情報を取得し よ う とする と きに  cache タグ と  
codebase=/bea_wls_internal/classes タグが一緒に使用される と、
ClassCastException が送出される可能性があ り ます。

この問題を避けるには、 次のこ とに注意します。

� ClasspathServlet を  CODEBASE と して使用している間は、 cache_option、

cache_archive などのキャ ッシュ  オプシ ョ ンを使用しない。

� キャッシュ  オプシ ョ ンを使用している間は、 /classes

（ClasspathServlet） を CODEBASE と しない。 そのためには、 最初にク ラ
イアン ト  サイ ド  JAR ファ イルを archiver ユーティ リテ ィ を使用してパッ
ケージ化します。

この制限の詳細については、

http://developer.java.sun.com/developer/bugParade/bugs/4648591.html を参照して
ください。
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1 WebLogic Server でのアプレッ トの使用
Java Plug-in の使い方

BEA は、 常にアプレッ ト用の Java Plug-in を使用するこ とをお勧めします。 

Sun は、 アプレッ トがブラウザのデフォル ト仮想マシンではな く標準 Java 実行
時環境 （JRE） 内で動作するためのブラウザ プラグインを提供しています。 この
ため、 プラグインをサポートするブラウザで一貫性が保証されます。 つま り、 ア

プレ ッ ト の互換性と信頼性が保証されます。 また、 プラグインを使用する と、 ク

ラ イアン ト  マシンでどの JRE が使用されているのかを簡単に調べるこ とができ
ます。 

Java Plug-in は、WebLogic Server と通信する必要があるアプレ ッ ト に不可欠の互
換性を実現します。 ほとんどの場合、 ク ラ イアン ト の Java 仮想マシン （JVM）
のバージ ョ ンはサーバの JVM と一致する必要があ り ます。 このため、 サーバで 
Java 1.3 が実行されている場合、 Java Plug-in 1.3 を使用する必要があ り ます。

詳細については、 Sun の Java Plug-in ホームページを参照して ください。 Java 
Plug-in は、 Internet Explorer または Netscape ブラウザのネイテ ィブ プラグイン
です。 プラグインを必要とするページに最初にアクセスする と、 メ ッセージが表

示されて Sun の Web サイ トに移動し、 そこからプラグインがダウンロード され
ます。 プラグインは、 一度ダウンロードするだけで済みます。 プラグインは Sun 
の特定の JRE の安定した リ リース上でアプレッ ト を実行しますが、 それでもア
プレ ッ トは通常のアプレ ッ ト のよ うにブラウザ内で実行できます。 

このプラグインを  HTML ページに埋め込むのは、 複雑な作業です。 Internet 
Explorer と  Netscape は異なる構文を使用するからです。 Sun の Web サイ トには、
両方の構文フォーマッ ト を同じ  HTML ファ イルに変換する方法が公開されてい
ます。 また、 既存の <APPLET> タグを自動的に変換する  HTML コンバータをダ
ウンロードできます。 この解決策は非常に巧妙ですが、 不自然で管理が困難で

す。 このため、 よ り優れた解決策と して JavaServer Pages の使用を検討する こ と
をお勧めします。

JSP では、 <jsp:plugin> タグを使用して、 JSP によって生成された  Web ページ
にアプレ ッ ト を組み込みます。 生成されたサーブレ ッ ト は、 ク ラ イアン ト の 
Web ブラウザのタイプを検出し、 適切なプラグイン  タグを応答と して送信しま
す。 詳細については、 『WebLogic JSP プログラマーズ ガイ ド』 を参照して くだ
さい。 
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Java Plug-in の使い方
アプレ ッ ト の JVM の要件は、 スタンドアロン ク ラ イアン トの JVM の要件と同
じです。 WebLogic 6.1 サーバに対して、 スタンドアロン  ク ラ イアン ト を  1.3 
JVM で実行する必要がある場合は、 アプレッ ト  ク ラ イアン ト も  1.3 プラグイン
で実行しなければな り ません。

アプレ ッ ト がプラグイン対応アプレッ トに変換される と、 次のよ うにな り ます。

<HTML>
<HEAD><TITLE>Title of Applet page</TITLE></HEAD>
<BODY>
<OBJECT
CLASSID="clsid:8AD9C840-044E-11D1-B3E9-00805F499D93"
WIDTH = 600
HEIGHT = 350
CODEBASE="http://java.sun.com/products/plugin/1.3/jinstall-13-win 
32.cab#Version=1,3,0,0">
<PARAM NAME = CODE VALUE = "Applet1.class">
<PARAM NAME = CODEBASE VALUE = 
"/bea_wls_internal/classes/DefaultWebApp@DefaultWebApp/">
<PARAM NAME = ARCHIVE VALUE = "weblogic.jar">
<PARAM NAME="type" VALUE="application/x-java-applet;version=1.3">
<PARAM NAME="scriptable" VALUE="false">
<COMMENT>
<EMBED type="application/x-java-applet;version=1.3"
CODE = "Applet1.class"
CODEBASE = 
"/bea_wls_internal/classes/DefaultWebApp@DefaultWebApp/"
ARCHIVE = "weblogic.jar"
WIDTH = 600
HEIGHT = 350
scriptable=false
pluginspage="http://java.sun.com/products/plugin/1.3/plugin-insta 
ll.html";>
<NOEMBED>
</COMMENT>
alt="Your browser understands the &lt;APPLET&gt; tag but isn't 
running the applet, for some reason."
Your browser is completely ignoring the &lt;APPLET&gt; tag!
</NOEMBED>
</EMBED>
</OBJECT>
</BODY>
</HTML>
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CODEBASE 属性

<APPLET> タグで CODEBASE 属性を使用する と、アプレッ トの Java ク ラス  ファ イ
ルの検索先となる  URL を指定できます。 CODEBASE タグがない場合、 Web ブラ
ウザは <APPLET> タグが埋め込まれている  HTML ファ イルと同じディ レク ト リ
内で必要なク ラスを検索します。 CODEBASE を使用する と、 サイ トの HTML コン
テンツ とは別個に 1 つのディ レク ト リ を作成し、 そのディ レク ト リにク ラス  
ファ イルを格納できるよ うにな り ます。 

多 くの場合、 WebLogic Server と一緒に動作するアプレ ッ ト では WebLogic ク ラ
スが必要とな り ます。 このため、 CODEBASE 属性を使用して、 ブラウザが 
WebLogic から必要なク ラスをロードできるよ うにする と便利です。 WebLogic 
は、 /classes にマップされる特別なサーブレッ ト を自動的に提供します。 この
サーブレ ッ トは、 WebLogic Server のク ラスパスから ク ラスを提供します。 この
サーブレ ッ トは、 仮想サーブレ ッ ト名 「classes」 と してデフォル ト で登録されて
います。 CODEBASE を以下のよ う な URL に設定したと します。 

  CODEBASE="http://www.weblogic.com/bea_wls_internal/classes/"

または

  CODEBASE="/bea_wls_internal/classes/"

この場合、 WebLogic Server はサーブレッ ト を起動します。 このサーブレッ ト は、
WebLogic Server のク ラスパスから必要なク ラスを検索します。 

ClasspathServlet による  CLASSPATH からの リ ソースの提供については、 『Web 
アプリ ケーシ ョ ンのアセンブルと コンフ ィ グレーシ ョ ン』 の 「Web アプリ ケー
シ ョ ン コンポーネン ト のコンフ ィ グレーシ ョ ン」 を参照して ください。

CODEBASE=/bea_wls_internal/classes/ の場合、 アプレ ッ ト に必要なク ラス
はシステム ク ラスパスになければな り ません。

CODEBASE=/bea_wls_internal/classes/DefaultWebApp@DefaultWebApp の
場合、 アプレッ ト に必要なク ラスは 
applications/DefaultWebApp/WEB-INF/classes ディ レク ト リ 、 またはシス
テム ク ラスパスになければなり ません。
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ト ラブルシューテ ィ ングとパフォーマンス
CODE 属性

<APPLET> タグには、 メ イン アプレ ッ ト  ク ラス  ファ イルの完全なパッケージ名
を指定する  CODE 属性が含まれていなければな り ません。 CODE の最後の拡張子
「.class」 は省略可能です。 たとえば、 GraphApplet を使用する場合、 <APPLET> タ
グは次のよ うにな り ます。

  <APPLET CODE="GraphApplet"

          CODEBASE="/bea_wls_internal/classes/appName@componentName" 
>

こ こで appName はアプリ ケーシ ョ ンの名前、 componentName は Web アプリ
ケーシ ョ ンの名前です。

<APPLET> タグ と  CODEBASE の詳細については、 JavaSoft の Java チュー ト リ アル
の 「Overview of Applets」 を参照して ください。

ト ラブルシューティングとパフォーマンス

以下の ト ピ ッ クでは、 ト ラブルシューティ ングとパフォーマンスの問題について

説明します。

アプレッ トのト ラブルシューティング

こ こでは、 アプレ ッ ト を使用する と きに直面するいくつかのシナリオを示しま

す。 

アプレッ トがブラウザで動作しない

WebLogic JDBC をアプレ ッ ト で使用して、DBMS からデータを取得しています。
ローカル マシンで Sun Appletviewer を使用してク ラスを実行する場合は、 何の
問題もあ り ません。 しかし、 Netscape ブラウザでアプレ ッ ト を実行しよ う とす
る と、 アプレ ッ トに接続できません。 
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アプレッ トが Appletviewer で動作するのにブラウザでは動作しない場合、
Netscape セキュ リ テ ィ制限に違反している可能性があ り ます。 このよ う な場合、
アプレッ トはそのロード元以外のマシンに対するソケッ ト を開く こ とができませ

ん。 この問題を解決するには、 DBMS と同一ホス トのアプレ ッ ト  コードを使用
する必要があ り ます。 

注意 : アプレッ トの CODEBASE で使用する  IP 名フォーマッ ト と  WebLogic 
Server に接続するために使用する  URL は正確に一致する必要があ り ま
す。 一方でド ッ ト表記を使用し、 他方でド メ イン名を使用する こ とはで

きません。 

ClassFormatError

ClassFormatError を取得した場合、 HTTP サーバのコンフ ィグレーシ ョ ンに問
題がある場合があ り ます。 WebLogic またはアプレ ッ ト  ク ラスを HTTP サーバの
適切なディ レク ト リに配置していないか、 または APPLET タグ内の CODEBASE ま
たは CODE を間違って指定している可能性があ り ます。次に、例を 2 つ示します。 

Web アプ リ ケーシ ョ ン MyWar にアプレ ッ ト を配置したと します。この Web アプ
リ ケーシ ョ ンがアプリ ケーシ ョ ン  MyEar の一部である場合、 CODEBASE は次
のよ うにな り ます。

CODEBASE=http://host:port/bea_wls_internal/classes/MyEar@MyWar/

または

CODEBASE=/bea_wls_internal/classes/MyEar@MyWar/

この CODEBASE によって、 すべてのク ラスおよびリ ソース  ファ イルが Web ア
プ リ ケーシ ョ ン MyWar からダウンロード されます。 JPG ファ イル、 JAR ファ イ
ルなどのすべての リ ソース  ファ イルを、 特定の Web アプ リ ケーシ ョ ンの 
WebApplicationRoot （この場合は MyWar のルート  ディ レ ク ト リ ） にま とめて
おきます。

CODE=com.myapp.MyApplet とい う属性を含むアプレ ッ ト の CODEBASE をテス
トする場合は、

http://server:host/CODEBASEvalue/com/myapp/MyApplet.class などの 
URL を指定して、 ブラウザ ウ ィ ンド ウからアクセスしてみます。 このク ラスの
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ダウンロード  ウ ィ ンド ウが表示されるはずです。 表示されない場合は、 サーバ
の Web アプリ ケーシ ョ ンに関するコンフ ィグレーシ ョ ンを修正する必要があ り
ます。

詳細については、 『WebLogic HTTP サーブレ ッ ト  プログラマーズ ガイ ド』 を参
照して ください。

ローカル環境でのテスト

WebLogic Server と  Netscape Communicator 4.x を同じホス ト上で実行する場合、
Communicator を実行するシェルの環境から  CLASSPATH を削除する必要があ り ま
す。 セキュ リ テ ィ上の理由によ り、 Netscape Communicator は標準ク ラスの悪意
ある変更を避けるためにローカル CLASSPATH から ク ラスをロード しません。 ブ
ラウザの実行時にローカル CLASSPATH を削除する と、 Netscape は WebLogic 
Server の CLASSPATH から ク ラスをロード します。 

その場合でも、 WebLogic を起動するシェルに CLASSPATH を設定する必要があ り
ます。 WebLogic では、 使用する環境に CLASSPATH を設定せず、 WebLogic を実
行するシェルに CLASSPATH を適切に設定する こ と をお勧めします。

アプ リ ケーシ ョ ン全体を開発する前に、 アプレッ トでプロ ト タ イプ アプ リ ケー
シ ョ ンをテス トするこ とをお勧めします。 WebLogic Server サイ ドでは解決でき
ない問題点をテス ト します。 これらの問題はアプレ ッ ト  プラグインへの依存に
起因するものだからです。 このテス トは以下のよ う な対象について行う こ と をお

勧めします。

� アプレ ッ ト内でセキュア プロ ト コルを使用する必要があるアプリ ケーシ ョ
ン。

� RMI コールバッ ク  オブジェ ク ト を保持する特殊な設計のアプレッ ト。

� 内部で JMS を使用するアプレッ ト。
WebLogic Server アプレッ ト  ユーザーズ ガイ ド 1-11

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/servlet/index.html


1 WebLogic Server でのアプレッ トの使用
ローカル開発環境からの移動

アプレッ ト をローカル環境から移動する場合、 WebLogic ク ラス とアプレッ ト  ク
ラスを  Web サーバ上の適切な場所にインス トールしたかど うかを確認する必要
があ り ます。 

WebLogic 配布キッ ト をインス トールしたマシン上でアプレ ッ ト を実行する場
合、 これによって CODEBASE に関する問題が隠されてしま う場合があ り ます。 ア
プレ ッ トは、 最初にローカル CLASSPATH の WebLogic ク ラスを検索します。 ク
ラスを適切にインス トールしなかったため、 HTTP サーバからアプレッ トが提供
されない場合でも、 アプレ ッ トはデフォル トでローカル CLASSPATH を検索して
動作するので、 この問題は表面化しません。 HTTP コンフ ィ グレーシ ョ ンを正確
にテス トするには、 ローカル CLASSPATH で一時的に WebLogic ク ラスの名前を
変更するか、 別のマシンからアプレ ッ ト を試す必要があ り ます。 

アーカイブによるアプレッ トの高速化

WebLogic には、 HTML サーバ ログをスキャンし、 アプレ ッ ト のク ラスの zip 
ファ イルを作成してファ イルのダウンロードを高速化するためのユーテ ィ リ テ ィ

が用意されています。 さ らに高速な手段は、 可能な限り アプレッ トで JDBC を使
用せず、 DBMS データをサーブレ ッ ト から  HTML 形式で取得するこ とです。
サーブレ ッ トは、 アプレ ッ ト に代わってクエ リ を実行し、 ワークスペースから

データを取得して HTML と して提供します。 このデータを非同期に維持する  
WebLogic プロセス と連携する こ とによ り、 アプ リ ケーシ ョ ンのパフォーマンス
が向上します。 

アプレッ トが実行前に数多くのファ イルをダウンロード しなければならない場

合、HTML ページの APPLET タグの中で ARCHIVE パラ メータを使用する こ とで、
これを高速化できます。 複数のアプレッ トに関する典型的な問題は、 ブラウザが

アプレッ ト内で使用されているファ イルご とに別個の HTTP 接続を確立しなけ
ればならないこ とです。 接続を確立するのに数秒かかる場合もあ り、 ファ イル自

体のダウンロード時間よ り長 くなる こ と もあ り ます。 ARCHIVE パラ メータを使用
する と、 これらのク ラスを  1 個の .jar ファ イル （Microsoft Internet Explorer の場
合は .cab ファ イル） にま とめる こ とができます。 このファ イルは、単一の HTTP 
接続でダウンロードできます。 .jar ファ イルは圧縮可能なので （.cab ファ イルは
常に圧縮される）、 ダウンロード時間がさ らに短縮します。 
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注意 : Appletviewer、 Netscape Navigator （3.0 以降のみ）、 および HotJava ブラ
ウザを使用する と きの手順は、 Microsoft Internet Explorer （4.0 以降のみ）
で使用する手順とは異なり ます。 完全な互換性を実現するために、 両方

の方法を組み合わせる こ とができます。 
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